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集中的なＰＣＲ検査を求める
より多くより早期に、拡大抑制を
　感染経路不明な方が激増し、判明し
た経路も職場や家族で約半分を占めて
います。感染拡大を抑えるための集中
的なＰＣＲ検査で感染の広がりを防ぐ
べきと求めました。都は「拡大を防ぐ
には迅速な検査が有効」としながらも
「国の考え方に基づいて対応している」
と述べるに止まりました。
　また、保健所業務が激増し、第１波
の時のように「電話が繋がらない」状
態を、２度と繰り返してはならないと
訴え、業務の停滞なく過重労働をさけ
る応援体制の強化を強く求めました。
知事は「都保健所や保健所支援拠点に
看護師を配置、雇い上げ経費を支援し
ていく」と答弁し、さらに体制強化さ
れます。

　来年度予算の編成が大詰めになって
います。日頃、都民の皆様からいただ
く意見や要望について立憲民主党とし
て実現すべき326項目を要望書として
まとめました。実現に向け幹事長とし
て小池都知事に手渡し直接要請しまし
た。

　会派として最重点要望として新型コ
ロナウイルス対策への積極的な予算措
置を求めました。さらにコロナ禍で浮
き彫りになった社会のゆがみへの対応
として、低所得者対策、子ども・子育
て支援、雇用の確保と働き方改革等へ
の対応についても要請しました。1月
に知事から予算の原案が発表され、2
月に開催される定例会で、新年度に向
けた議論を行います。

本会議で登壇し議案に対して討論

新型コロナ対策を知事に直接要請

雇用・就職支援、介護・福祉現場の処遇改善、災害
対策など、積極的な政策提案を行いました。
　また、次年度の予算案の編成も行われ、立憲民主
党として知事に要望書を
提出しました。都民生活
にとっていままさに必要
な政策を提案しました。
　ご一読頂き、新型コロ
ナ対策や都政へのご意見
ご要望を頂ければ幸いで
す（記事は12月24日現在のものです）。

　新型コロナの影響で職を失った人は
全国で7万５千人、東京では１万８千
人にも上りますが、都の雇用安定化就
業支援事業等の事業規模は、現状にさ
え追いついていません。都に抜本的拡
充を求めました。知事は「補正予算で
２千人に対し再就職支援」と答弁しま
したが、抜本的拡充には触れませんで
した。
　就職氷河期世代を再び発生させない
ため、高校生の就職支援強化につい
て、就職せずに卒業した生徒や失業し
た卒業生まで含めた取組みも求めまし
た。教育委員会は「生徒等個々の状況
に応じたきめ細かな対応をし、着実に
支援していく」と答弁し、卒業生まで
含めた就職支援を前進させることにな
りました。三鷹市を管轄する都多摩府中保健所

雇用就業支援を行う東京しごとセンター

知事に直接要望書を手渡す

コロナ対策に積極的な予算措置を
来年度予算に326項目を知事に要望

雇用･就職支援の対策は絶対数不足　
さらなる積み増が喫緊の課題！！

新型コロナウイルス感染症対策で
格差是正、積極的ＰＣＲ検査､効果検証を求める！
　都議会令和２年第４回
定例会は新型コロナウイ
ルスの感染拡大により緊
張感が高まる中での議会
となりました。
　コロナ対策等の３千億
円の補正予算等が小池知
事から提案され審議しま
した。コロナ禍であらわ
になった貧困・格差、医療・検査体制等の拡充、感
染予防と日常生活の両立、これまでの対策の検証、
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　コロナ禍においては、災害が起きた
時点で、もはや複合災害です。避難所
運営や復興も、これまでとは大きく変
化していかなければなりません。都は、
避難所における新型コロナ感染症対策
ガイドライン策定、地域防災計画の改
定など取組みを進めていますが、感染
防止対策の徹底にはかなりの予算がか
かり、避難所の収容可能人員も大きく
制約されます。都としての早急な対応
を求めました。
　都は「都は避難所が過密にならない
よう、在宅避難や縁故避難等の分散避
難を周知。より多くの避難先確保に取
組む区市町村を支援」「今後、行政から
の情報発信のあり方等について、区市
町村と連携し検討する」と答弁しまし
た。

　総務委員会で中村ひろし議員が新型
コロナ対策として、近隣県との連携、
市町村ごとのきめ細かな対応、マスク
着用の徹底などを求めました。また、
新型コロナに感染した方や医療関係者
等への差別や偏見などが問題になって
いるため、より一層の普及啓発を行う
ことなど人権施策の拡充を求めました。
　また、制定に取組んできた犯罪被害
者等支援条例がようやく成立しました。
誰もが被害者になりうるため、条例を
踏まえたさらなる支援の強化を求め、
総合相談窓口の体制強化等を提案しま
した。また、報道だけでなくインター
ネットによる二次被害が起こっている
ため、都として対応を求めました。

　2021年1月、核兵器禁止条約が発効
しますが日本は批准していません。核
兵器のない社会の実現に向け、改めて
知事の見解を伺いました。知事は「核
廃絶に向けた取組みは、国の安全保障
にかかわる問題」として明言を避けま
した。　
　そこで、総務委員会において立憲民
主党から「核兵器禁止条約への署名及
び批准に関する意見書」を提出しまし
た。しかし、与党系会派等が反対し、
本会議への上程には至りませんでした。
　都及び都議会から、核兵器廃絶に向
けたメッセージを発することができな
い現状は残念です。核兵器の廃絶を機
会あるごとに強く訴えていきます。

　介護・福祉の現
場では、新型コロ
ナにより、業務負
担が増え、緊張を
強いられ、処遇改
善が急務となって
います。立憲民主
党は、国会では、
介護や福祉の現場
で働くすべて人の
賃金を、平均で月
に１万円程度引き
上げるための法案
を提出していますが、都としての率先
した取組みも必要です。
　介護・福祉現場で働き続けられる環
境づくりに、都が率先して取り組むべ
きだと考え、知事の見解を問いました。
知事は「キャリアパスや宿舎借り上げ
で支援している。介護報酬について国
に提案要求している」と答弁し、さら
なる処遇改善を急ぐ考えは示しません
でした。

　新型ウイルス感染症の対策について、
しっかりと評価・検証し、次の対策に
活かすべきです。とりわけ酒類を提供
する飲食店等への営業時間短縮要請に
ついては、根拠の説明、効果の検証が
全く不十分です。応じた事業者も、補
償ではなく協力金だけではまかないき
れず苦しんでいます。
　検証が是非とも必要ですが、知事は
これまで積極的な答弁をしてこなかっ
たため、強く求めました。知事は「各
局が課題を検証しながら充実・強化を
図ってきており、今後も課題を検証し
ながら対策に万全を期す」と答弁しま
したが、根拠の説明・検証は答えませ
んでした。

　新型コロナによって「社会のもろさ」
が明らかになりました。医療や介護な
ど、現場で働く人たちは、ますます疲
弊し、苦しい人は、ますます苦しくな
っています。現実を過度な自己責任論
で追いやるのではなく、一人ひとりに
手を差し伸べ、多様性を認め合い、と
もに支え合う社会の実現が必要と主張
しました。
　また、所得が低い人が増えているた
め、就業者の所得支援のための給付を
税制で実現することを狙いとした、新
しい税制、給付つき税額控除の実現を
提案しました。国への働きかけなど、
積極的な取組みを知事に求めました。
知事は「課題も少なくない。議論を深
める」と答弁するに止まりました。 

医療、介護従事者等への
感謝を示すため

青くライトアップされた都庁

総務委員会で施策の検証を求めて質問

感染対策を行って開催した本会議

犯罪被害者支援を行う被害者支援都民センター

コロナ禍で開催された都総合防災訓練

東京都原爆犠牲者追悼のつどい

都の新型コロナ対策
検証なくして有効な対策なし

ともに支え合う社会の実現が必要
所得税の給付つき税額控除を求める

差別や偏見を防ぐ人権施策拡充を
犯罪被害者支援の拡充を

都に核兵器廃絶の発信を求める
条約批准を求める意見書を提案

コロナ禍の災害対策
都が率先して改善の支援策を

介護･福祉の現場が危機的に
都の率先した処遇改善を求める

都政へのご意見ご要望を
　　　　　　　聞かせて下さい

新型コロナウイルスへの対応について、ご意見・ご要望をお聞かせ下さい
　新型コロナウイルスへの対応については、これまでも都議会での質問
に加えて、２０回にわたって都知事宛に緊急で要望書を提出し、都民の
皆様の声を届けてきました。今後も、状況が変わっていく中、迅速かつ
適切な対応が求められます。そのためにも、引き続き、都民の皆様のご
意見等いただきながら、都に対応を求めていきます。
　新型コロナウイルス対応などへの、ご意見、ご要望をお聞かせ下さい。
もちろん、その他、都政に関わることでしたら何でも結構ですのでお知
らせください。


